
「算数チャレンジ大会（算チャレ）２０１７」予選問題の解答・解説

１ 答え ２８㎝

円の半径が１㎝なので，円の中心が動くのは，

長方形の辺から１㎝内側の点線の部分になります。

したがって，

（８－２）×２＋（１０－２）×２＝２８

２ 答え ５５．１４㎠

長方形全体の面積から，内側の白い長方形と

四隅にある白いすき間の部分の面積を引くという

方法で求めてみます。

長方形全体の面積＝８×１０

＝８０㎠

内側の白い長方形の面積＝（８－４）×（１０－４）

＝２４㎠

四隅の白い隙間の部分を集めると下の図のようになるので

正方形の面積＝２×２ 円の面積＝１×１×３．１４

＝４ ＝３．１４

したがって

すき間の部分の面積＝４－３．１４

＝０．８６

したがって， 影を付けた部分の面積 ＝ ８０－（２４＋０．８６）

＝ ５５．１４㎠
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